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Footy スタッツ表 

作成システムの開発 

 

１．研究目的 

 私が所属しているオーストラリアンフットボール 

（略称 Footy）愛好会では、毎試合ごとにスタッツ 

表を作成している。その記録はマネージャーが手作 

業で作成していたため、作業に時間がかかり、記録 

ミスも多かった。そこで、ボタン入力だけでスタッ 

ツ表を作成できるシステムを開発しようと考えた。 

 

２．システム概要 

本システムは、試合経過の記録とスタッツ表の作 

成ができるシステムである。そのシステム概要を図 

１に示す。このシステムには、以下の２つの機能を 

もたせることにした。 

（１）試合経過記録機能 

試合経過を記録する機能である。ボタン入力だけ 

で試合経過を記録するよう工夫した。その試合経 

過入力画面を図２に示す。 

（２）スタッツ表作成機能 

スタッツ表を作成する機能である。試合経過記録 

をもとに自動でスタッツ表を作成するよう工夫した。 

そのスタッツ表の出力例を図３に示す。 

 

３．実現方法 

選手 ID とプレイ ID から選手ファイルの選手情報 

とプレイファイルのプレイ情報を抜き出し、試合経 

過記録ファイルに記録する。そして、試合経過記録 

ファイルの情報をもとに、選手ごとに各プレイの回 

数を集計することにより、スタッツ表を作成する。 

 

４．研究成果 

（１）試合経過記録機能の実現により、ボタン入力だけで試合経過を記録できるようになった。 

（２）スタッツ表作成機能の実現により、スタッツ表を自動作成できるようになった。 

（３）試合の動画を一時停止しながら入力する環境では、試合経過を正確に記録できることが 

わかった。 

 

５．残された課題 

（１）スタッツ表にあるプレイしか記録できないので、ブロックプレーのシェパードのような 

スタッツ表にないプレイも記録できるようにしたい。 
（２）スタッツ表の作成時間に約１０秒かかってしまうので、スタッツ表作成機能のアルゴリ 

ズムを改善したい。 

（３）試合で試行してみた結果、正答率が５７．４％となり、リアルタイムでは使用できない 

ことがわかった。そこで、ユーザインタフェースを改善し、リアルタイムでも使用できる 

ようにしたい。 

（４）タッチパネル等を使用することにより、ユーザインタフェースを改善したい。 

キーワード オーストラリアンフットボール、スタッツ表、ボタン入力、リアルタイム処理  

種 類 システム開発 手 法 試合記録支援 デ ー タ 源 試合経過記録 

使用ハード              パソコン 使用ソフト Visual Studio 使 用 言 語 Visual Basic 

図１ システム概要図 

図２ 試合経過入力画面 

図３ スタッツ表 



  

 

 

 

 


